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SGH海外フィールドワーク 2017 オーストラリアコース 

茨城県立土浦第一高等学校 

 

１ 目的 （１）現地大学と連携したフィールドワーク，講演，文化交流，現地高校と連携したアカデミックワ

ークショップ，文化交流，現地企業と連携したフィールドワーク等により，生徒の課題研究の進

展及び国際意識を身につける。 

（２）将来，国際的に働いたり，グローバルビジネスの起業を考えたりする際に不可欠な人的ネット

ワーク構築術を身につける。 

 

２ 日程 平成 29年（2017年） ８月 15日（火）～22日（火） 

 

３ 方面 オーストラリア シドニー周辺及びホバート 

 

４ 参加者 ２年生１３名 引率２名 添乗員１名 

 

５ 選定理由 【オーストラリアを選定する理由】 

（１）交流の優位性 

 時差がほとんどなくテレビ会議システムでの交流に支障がないこと，歴史的経緯から親日的な

国民性であること，在留邦人が多く交流の手助けとなることなどにより，生徒間交流に適してい

る。 

（２）地域的な利点 

 日本とオーストラリアの自然環境は大きく異なり，人の生活や文化にも異なる点が多い。そのよう

な違いを生徒が認識することは，多様性を受け入れる際の大きなきっかけになると考える。 

 

【タスマニア大学を受入先とする高大連携の理由】 

（１）生物資源的価値 

 「タスマニア原生地域」として世界遺産条約の複合遺産に登録，国立自然公園もあり，多くの生

物固有種に恵まれる。また日本とほぼ同緯度に位置するため，地形，気候，生物などに類似性

があり，日本と自然環境を比較検討するのに利点があるため。 

 

（２）地政学的意義 

 日本との時差がなく，事前事後に実施する生徒同士のテレビ会議等によるコミュニケーションが

とれる。また外務省海外安全情報による危険情報発令がなく，テロ活動等の危険性が相対的に

低い。さらに，ヨーロッパやアジアからの移民を受け入れてきた多民族国家のためグローバルの

縮図を体験できる。経済面では，日本と同じ先進国であり成熟市場のため，日本のビジネスモデ

ルを考える際に比較検証に好都合なため。 

 

（３）筑波大学との連携 

 タスマニア大学と連携している筑波大学生命環境系の紹介であり，長期にわたる交流継続が可

能である。また，タスマニア大学の教授との交流プログラムを平成 28年 10月４日に本校で実施し

た実績もあり，先方も本校に関心を寄せているため。 
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６ 行程の詳細，生徒感想，写真 
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【1日目】８/15  羽田 19:00集合 

 

羽田空港に現地集合 

 

海外が初めての生徒は約半数 

 

【２日目】８/16 ･日本ハムシドニー事業所訪問 ･ホバート 21:00着 

 日本ハムシドニー事業所の島氏，鳴海氏に対応していただく。会社概要説明，質疑応答，職場見学を実施。職

場では，生徒が従業員のデスクに行き，自由に話しかける時間を設けることができ，業務の内容や仕事の実際を

率直に聞いていた。生徒は「海外進出の可能性と苦労を知った」などと語り，多国籍企業の実態に触れて海外進

出や海外赴任に関心を抱いていた。 

［生徒感想］ 

・日本のきめ細かい配慮，高い技術により，日本の食品が世界各国でリスペクトされていることを知り，日本人とし

て誇りに思った。私も日本の良さを吸収して世界へ羽ばたけるような人になりたいと思った。 

・海外に進出した日本企業は，時間とともに環境が変化すると，それに併せて方向を変えるという柔軟さが素晴ら

しいと思った。自分にも必要な力だと思った。 

・多国籍で生活する中で，大事なことは，お互いの文化を尊重すること。大企業で多国籍な会社で働く時のイメー

ジを持てるようになった。 

 

日本ハムシドニー事業所 

 

現地従業員の方とフリートーク 

 

業務内容などを伺う 

 

受け入れありがとうございました 
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【３日目】８/17 ･タスマニア大学講演 ･市内フィールドワーク 

 タスマニア大学(UTAS)のジェイミー教授のコーディネートで，日本人留学生の吉田かずひろ氏，林愛子氏，ジ

ェイミー教授の講演を聴く。その後，街頭調査の案を教授に示し，アドバイスをもらう。午後は各グループでインタ

ビュー調査を実施。生徒は準備していたアンケート用紙やパネルを駆使して挑戦し，１グループで約 30 人から回

答を得た。「皆優しく答えてくれた。」「英語が通じてうれしかった」などと語り，初めての海外街頭インタビューが成

功したことに手応えを感じた。 

［生徒感想］ 

・インタビューには，時間と場所選び，そして笑顔が大事だと知った。回答者に千代紙の折り鶴もしくは日本のシ

ールをプレゼントしたところ，みんな喜んでくれた。 

・和食の食材が売っているのか，どのくらいの価格なのか，そして和食に対する意識がどのようなのかについて街

頭調査を行った。人が集まりやすい場所を探して，簡単に答えられる質問で答えてもらえるように工夫した。 

・質問を断られることも多く，外国でフィールドワークをすることの難しさを感じたが，一見冷たそうに見えた人にも

勇気をもって話しかけると，優しく質問に答えてくれ，まず話しかけてみることが重要だと思った。 

 

 

ホバートのホテル 

 

 

タスマニア大学で講義 

 

 

ジェイミー教授とのフリートーク 

 

 

市内インタビュー調査 

 

 

【４日目】８/18 ･タスマニア大学での発表 ･研究室訪問 

 前夜のうちにまとめた調査結果をプレゼンする。聴衆は２名の教授と 18名の院生。活発な質疑応答となり，生徒

は英語に苦労しながらもこなした。その後，海洋南極研究所（IMAS）の低温実験室などを訪問し，研究員とディス

カッションする。午後はジェイミー教授の案内で UTAS のキャンパス見学。生徒は海外で学ぶことを身近に感じ，

海外留学への意識が高まった。 
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［生徒感想］ 

・発表するとき，全員が見えるようなパワーポイントを工夫しなくてはと思った。正確に自分の意見を伝えるために，

文法，アクセント，発音など基本的なことが重要だと認識し，次回から気をつけたい。日頃の学習から地道に積

み重ねていきたい。 

・タスマニア大学の留学生と話せて良かった。中国人の留学生は６歳から英語を勉強しているから，とても上手だ

った。 

・プレゼンするときに分からなかった質問を終わったあとにもう一回聞いてみたところ，今度は理解できた。分から

なくても何回か聞き返してみるべきだと思った。今後より深く調査していくべきことを見つけたので，研究を進め

ていきたい。 

・室温が零度以下の研究室で，南極から採取された地下 1200ｍの氷を触る体験はとても貴重だった。大学の研

究ってすごいと思った。 

 

 

タスマニア大学でプレゼン 

 

プレゼン後に現地学生とフリートーク 

 

研究室訪問 南極の氷を触らせてもうら 

 

タスマニア大学キャンパスを案内してもらう 

 

【５日目】８/19 ･ボノロングサンクチュアリ ･空路シドニーへ 

 交通事故で親を失ったワラビーやタスマニアンデビルを保護し野生復帰する施設のガイドツアーに参加。生徒

は動物を目の前にし，活動の意義を深く実感した。寄付の大切さを知り，コインのドネーションやグッズ購入などで

寄付を実践していた。 

［生徒感想］ 

・親を亡くした動物を保護することは，動物を絶滅させないためにもとても重要なことだと分かった。 

・タスマニアには独特な生物が沢山いて，それらを保護することで生態系全体の保護につながることが分かった。

それぞれの生物には，身を守るために強化されている部分があることを知った。 
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・本来野生で生活していた動物たちが，人間の生活領域の拡大により，傷つけられて，人間に保護されているの

を見て，人間が自然との共生のあり方をじっくり考え，生活を改善することが大切だと思った。 

 

ボノロング・ワイルドライフサンクチュアリ 

 

 

カンガルーと触れ合う 

 

 

野生動物と触れ合いながら保護を考える 

 

土曜のみ開催のサラマンカマーケットで市場調査 

 

【６日目】８/20 ・シドニー近郊でのホームステイ 

 高校前の集合場所に随時，ホストファミリーが来て，生徒を車に乗せていく。市内観光地巡り，ホームパーティー

などで各々過ごす。英語だけの生活だったが，生徒は積極的にコミュニケーションをとり，有意義なステイとなる。 

［生徒感想］ 

・こちらが聞きとれなかったとき，もっと簡単な表現で言い返してくれてとても楽しく会話ができた。 

・英語がここまで話せる学生さん達は，今まで受け入れる中で初めてだと言われ，うれしかった。 

 

シドニー近郊でホームステイ 

 

 

１家庭に２人が訪問 
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【７日目】８/21 ･聖レオ カトリック校訪問  ･シドニー空港へ 

 １対１で担当生徒が付き，授業に参加する。本校代表生徒の挨拶で顔合わせをし，日本語やドイツ語の語学の

他，化学，地理，宗教の授業など。内容の理解は困難だったが，教師と生徒のインタラクティブな授業進行に感

銘を受けていた。その後は空港へ。バス車内ではいつものように当日の振り返りをする。「同年代の人との交流は

とても楽しかった」「英語をもっと身につけたいと深く思った」などと語った。窓口は現地日本人コーディネーター経

由で現地校の日本語教師。生徒のプレゼン機会は得られなかったが，有意義な交流の機会となった。 

［生徒感想］ 

・日本と全く異なった授業の雰囲気にとてもびっくりした。教科ごとに教室が違うという大学のようなシステムにはあ

まり慣れなかったが，とても貴重な経験になった。 

・日本語の授業を現地の学生が楽しく学んでいるのを見て，嬉しくなった。 

・オーストラリアの学校生活を生で体験したのは初めてだが，授業中で困っているときに助けてくれたり，ほめても

らったりして，貴重な経験となった。 

・生徒も先生もとてもフレンドリーに話しかけてくれたり，すれ違う人達も声をかけてくれて，とても嬉しかった。 

 

 
聖レオ カトリック校 授業に参加 

 

 
日本語の授業 漢字を人文字で表す 

 

休み時間には談笑する姿も 

 

 

ガイド役の生徒の皆さん ありがとうございました 
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【８日目】８/22 ･帰国 5:15 ･解散式 6:00 

羽田空港での解散式で修了証を手渡す。 

 

 

羽田空港で解散 臼井健司教諭が出迎えてくれる 

 

 

７ アンケート結果 

（１）自分が当初目標にしたことと，その目標への自己達成度 

・恐れずに話す 50% 

・現地の人に積極的に話しかける 80% 

・英語力を伸ばし，研究テーマに関することを吸収する 85% 

・コミュニケーションをする 95% 

・現地の方とのコミュニケーションを全力でとる 120% 

・英語をたくさん使う 100% 

・誰よりも英語でコミュニケーションをとる 60% 

・めけずに英語やジェスチャーなどを使って伝えたいことを伝える 80% 

・現地の人々と積極的に交流する 80% 

・うまく聞きとれなくてもめけずに頑張る，聞き返す 40% 

・自分のグループの研究テーマについて聞くと共に，英語能力を向上させる 70% 

・仲間と協力して健康安全無事な研修を楽しむ 90% 

 

（２）印象に残っていること，学んだこと，自分が変容したと思うこと 

・英語を話すこと，聴くことに少し慣れて，以前よりも積極的に英語を話すようになった。 

・プレゼンすることは少し怖くなくなった。 

・今回の海外フィールドワークでは，同世代の学生と一緒に過ごし，一般の人とたっぷり交流することで，コミュニ

ケーション手段としての英語の重要性を痛感した。 

・最初自分は英語を話すことが嫌だなあとおもっていたが，学校訪問やホームステイをすることによって，“間違っ

ても大丈夫，もっとしゃべろう!!”と思えるようになった。 

・自分の研究テーマの資料になる調査の質を上げるためには積極性が求められると実感した。今まで見知らぬ人

にインタビューをする機会はなかったが，今回英語で行うことができて，良い経験となった。 

・初対面の人と話すことが苦ではなくなった。コミュニケーションをとるために英語は不可欠だと思う。今後コミュニ

ケーションの手段としての英語を勉強していきたい。 

・今回の研修を通して，限られた時間の中でベストを尽くすことができるようになった。自分の中で大きな自信にな

った。 


